
 

 

市内の小中学校で、学年の発達段階に応じた交通安全教室が

行われています。小学校高学年や中学校では、自転車を安全に

利用するためのルールや意識の持ち方などについて、講話、

DVD等を通して安全意識を高めました。また、グランドでは、

ダミー人形による衝突実験や死角実験、制動実験なども

実施され、自転車も歩行者もしっかり交通ルールを守り、

「自分の命は自分で守る」ことなどを学びました。 

市内の小中学校で防犯教室・非行防止教室が、厚別警察署生活

安全課などの担当者による講話を中心に進められています。小学

校低学年は主に不審者から自分の身を守るなどの対策、中・

高学年は主に SNS の利用に起因する犯罪被害防止、ネット

トラブル防止などについて学んでいます。中学校では、薬物乱

用防止教室や命の大切さなどを学んでいます。 

 ５月１７日、西部中学校で札幌アイヌ協会の方を講師

にアイヌ文化講演会が行われました。アイヌの歴史や生

活、アイヌ文様、狩猟採集、交易、地名などについて学び

ました。授業の後半には、ムックリの演奏を披露して下さ

るとともに、最後はみんなで輪になって歌いながら踊る

貴重な体験を積みました。 
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［自分の命は自分で守る］交通安全教室   

4/25西部小 

4/28 大曲中 

［不審者対策・ネットトラブル防止］等の教室実施   

5/1東部小 

５/8 東部中 ５/16広葉中

中 

［アイヌ文化講演会～歴史・生活・文化］   

５/17西部中 



 

 

５月１日、緑陽中学校で人権擁護委員による情報モラル教室が行

われました。個人情報の流出や他人への誹謗中傷、ネットいじめな

ど、インターネット環境はとても便利なものであるが、「危険と隣

り合わせ」であることや、「家の玄関に貼れない言葉はネット上に

書き込まない」ことなどについて学びました。また、他人の悪口や差別的な発言、根拠のないうわ

さ話はしないこと、出処不明の情報を拡散させないことなどについても学びました。 

 ５月１６日には大曲中学校でスマホ・ケータイ安全教室が行われ

ました。携帯電話会社講師と人権擁護委員によるスマートフォン等

の利用に関わるトラブル防止、対応方法などについて学ぶとともに、

思いやりの心をもつことの必要性や重要性について理解を深めま

した。SNS トラブル、個人情報流出、なりすましメール、ゲーム依

存などの具体的な事例を通して学びを深めました。 

 

 

今年も各学校の教材園の土起こしが

地域の方々のご協力のもと、進められま

した。天候をみて、トラクターを自宅か

ら学校まで移動させ、教材園をていねい

に耕していただています。感謝の気持ち

をもって野菜などを育ててほしいと思

います。 

【稲作体験学習～貴重な田植え～】 

 ５月１８日、西部小学校の４年生が赤毛種の田植えを旧島松駅

逓所横の見本田で行いました。今年は、明治６年（1873 年）

に中山久蔵が島松沢で寒地稲作（赤毛）に成功してから 150 年

の節目の年にあたり、中山久蔵の故郷の南河内郡太子町の方々の

訪問もありました。子どもたちは赤毛種の苗を１本１本ていねい

に植えていました。 

５月２５日、西の里小学校の４年生が 100 年以上続く農家

の片桐さんの水田をお借りし、貴重な田植え体験学習を行いま

した。持続可能な社会をめざして、飢餓ゼロ、つくる責任つか

う責任、自然の豊かさについても考えました。子ども達は、初

めて入る田んぼの感触に歓声をあげながら、ていねいに苗を植

えました。 

【情報モラル インターネットと人権】  

5/1緑陽中 

【地域の教育力活用～教材園の土起こし～】  

5/16大曲中 

5/8北の台小 5/12大曲小 

5/18西部小 

5/25西の里小 


